
回答率：障害児（者）入所施設 89.1%（41/46施設）、介護施設89.5%（179/200施設）

調査期間 令和4年10月６日～11月4日

障：14.6%
介：22.9%

障：31.7%
介：13.4%

資料３



障：2.5%
介：17.4%

障：90.2%
介：86.6%

障：68.3%
介：73.3%

○職員へ歯科保健に関する研修を行っても人事異動や人手不足等で継続するのが難しいと感じる。
○知的障害の利用者の施設なので、歯磨きをしない人もいる。口腔のチェックまで手が回っていない。
○コロナで面会規制等があるため、以前より歯科指導を受ける機会が少なくなっている。
○他部署のスタッフや保護者の方への理解も浸透しているように感じられ、特に問題はないと考えている。
○口腔衛生管理の基準改正により歯科医師との連携が必須となるが、歯科医師への報酬は施設が負担するのか、家族
が負担するのか。施設負担となれば、加算で賄うことができるのか、賄ったうえで施設に利益がでるのか。何も利益
がでないのであれば現場は負担だけが大きくなり意欲低下につながると感じる。
○職員への口腔内衛生に関する指導の機会が少ないことが検討課題となっている。
○口腔ケアに力を入れたいと思い、地元の歯科医師を通じて施設への往診をお願いしているが、協力して下さる先生
が現在見つかっていない。
○市内歯科医院が定期的に訪問診療、指導をしていただいており非常に助かっている。    （以上、一部抜粋）


